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１．組織の概要

　　　１） 事業所 相原造園土木株式会社　　　

代表者 代表取締役　　相原　和行

　　　２） 所在地
本社：　　　  　 神奈川県横浜市瀬谷区阿久和南２丁目１６番地３

資材置き場：  神奈川県横浜市瀬谷区阿久和南２丁目１８番地

　　　３） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 相原　和行

　　　　　　担当者 　　　　総務 高橋　まゆみ

連絡先 電話 ：０４５－３６４－７１１１

ＦＡＸ：０４５－３６４－７１０３

電子メール info@aiharazouen.co.jp

ホームぺージ http://www.aiharazouen.co.jp

　　　４） 事業の内容 土木工事、外構工事、植栽工事、樹木剪定、とび・土工工事

　　　５） 建設業許可　　 造園工事業・土木工事業・とび・土工工事業　　

　神奈川県知事（一般）３５５６号

産業廃棄物収集運搬　（神奈川県）許可番号：０１４０２１０１６３８

　　　６） 事業の規模（2025年６月現在）

単位 ２０２０年 ２０２１年 ２０２２年 ２０２3年 ２０２４年

万円 32,200 27,139 24,660 29,403 46,353

件 269 229 270 291 283

人 18 16 16 17 20

㎡ 400 400 400 400 400

２．対象範囲（認証・登録範囲）

・ 認証 ・登録番号　：　０００８５９２

・ 認証登録年月日 　：２０１２年８月１０日

・ 認証 ・登録事業者名・相原造園土木株式会社

・ 所在地

本社：　　　　 神奈川県横浜市瀬谷区阿久和南２丁目１６番地３

資材置き場：神奈川県横浜市瀬谷区阿久和南２丁目１８番地

・ 事業活動内容 ：土木工事、外構工事、植栽工事、樹木剪定工事、

とび・土工工事

取締役社長

事業規模

売上高

工事等の件数

従業員数

床面積

1
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承　認 作　成

相原 相原

 

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、決められたことを守り、自主的・積

極的に環境改善に取り組む

作成　２０２２／　７／１

役職 責任および権限

代表取締役社長

１．環境経営管理責任者の任命
２．環境経営方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるEA21EMSの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．環境関連法規の遵守確認

EA21事務局

１．環境経営管理責任者の補佐
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成
４．環境関連法規等取りまとめ表の作成及び遵守評価の実施
５．環境経営活動の実績集計
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口及び環境活動レポートの作成、公開

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施
２．自部門における環境経営方針の周知
３．自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告
４．自部門に関連する手順書作成及び運用管理
５．自部門に関連する緊急事態への対応のための手順書作成テスト・訓練を実施、記録作
成
６．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員

環境経営実施体制表

代表者
代表取締役
相原 和行

EA21事務局
高橋 まゆみ

環境経営管理責任者
代表取締役
相原 和行

部門責任者
工事部長
長山 清志

２



環　境　経　営　方　針

<環境経営理念>

　相原造園土木(株)は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、
造園・土木事業活動において、地球環境の保全に配慮して行動し、地球環境と調和した持続可
能な社会の形成のために、全社一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組みます。

<行動指針>

１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

　１）二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）

      事務所内での電力使用量の削減を目指して努力します。

      化石燃料の削減を目指してエコドライブ等に取り組みます。

　２）廃棄物排出量の削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）

　　　建設混合廃棄物を分別して再資源化を推進します。また、建設工事以外の
　　　剪定枝などの処分を業者を選定しウッドチップなどにリサイクルします。

　３）総排水量の削減（水資源の保全）

      事務所内では井戸水を使用しているが節水管理で削減に努めます。

　４）化学物質使用量の削減

　　　殺虫剤等の適正管理により環境配慮に努力します。

　５）環境に配慮した製品等の購入の推進(グリーン購入）

　　　事務用品などの購入を可能な限りグリーン購入とします。

　　　車両をより環境に配慮したものに順次変えていきます。

　　　パソコンを省電力のものに順次買い替えます。

　６）製品及びサービスに関する環境配慮の取組

　　　外構工事に関しての環境配慮製品の使用に取り組みます。

２．環境関連法規、条例及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

３．全ての組織及び従業員の参加による環境保全活動を推進し、環境への取り組みを

　　環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

－　本方針は、全従業員に周知徹底し、かつ、一般の方に公開します　－

　                                   制定　平成２３年１０月１２日
　                                   改訂　平成２５年　７月　１日

                                           相原造園土木株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　相原　和行

３



[S5-01] 承　認

2024年7月5日
基準値

（ 2016～5年間平均）
電力使用量 基準値に対し 4 ％増加 基準値に対し 4 ％増加 基準値に対し 4 ％増加

8,821 0.376
kWh／年

油種別消費量
1 LPG　<kg／年>

3.00
基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

7,729 2.32
基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

13,145
55,161

kg-CO2／年以下

一般廃棄物排出量

2
対全建設副産物 基準値に対し 8 ％向上 基準値に対し 8 ％向上 基準値に対し 8 ％向上

68
％

井戸水

3

化学物質適正管理
4 （PRTR対象物質）

5 エコ商品購入推進

件数/販売率

6 (2011年度実績)
0件 1 件以上 1 件以上 1 件以上

※本環境目標設定表は、毎年度見直すものとする。 　 　 　

7,419
　<L／年>

12,619
　<L／年>

再資源化100%実施
ｔ／年以下 ｔ／年以下

kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

積極的購入
エコ商品購入推進 エコ商品購入推進

適正管理 適正管理

積極的購入
エコ商品購入推進

積極的購入

環境配慮
製品等

環境配慮製品使用または推薦
件数/販売率 件数/販売率 件数/販売率

基準値に対し

グリーン
購入

（PRTR対象物質）

基準値に対し 基準値に対し

井戸水・節水実施

グリーン購入の推進

水使用量
の削減

井戸水使用・節水実施

74 74
％ ％ ％

再資源化100%実施 再資源化100%実施

74

2.58

ＬＰＧ節約継続経過観察 ＬＰＧ節約継続経過観察

ｔ／年以下

　<L／年> 　<L／年>

54,373 54,373 54,373

作　成

相原 高橋

ＣＯ2
排出係数

年　度　目　標
２０２４年度 ２０２６年度

井戸水・節水実施 井戸水・節水実施

（PRTR対象物質）（PRTR対象物質）

化学物質
使用量の

管理
有害化学物質管理・適正使用 適正管理

建設副産物等の再資源化率の向上

廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物廃棄物(剪定枝）
完全再資源化

計（kg-CO2）

12,619

ガソリン　<L／年>

12,619

7,419 7,419
　<L／年>

ＬＰＧ節約継続経過観察

二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用量の削減

化石燃料消費量の削減

9,174 9,174 9,174
kWh／年

　<L／年>

軽油　<L／年>

Ｎｏ 環境方針項目 環境目標項目
２０２５年度

２０２４年度 　環境経営目標設定書

kWh／年 kWh／年

 　作成年月日：

４



[S12-02]

 　作成年月日： 2025/7/25

基準年 （ 2016～5年間平均） 達成度
基準値に対し 4 ％増加

0.376 ×

1 3.00 ー

基準値に対し 4 ％削減

2.32 〇

基準値に対し 4 ％削減

2.58 〇

〇

〇

2
基準値に対し 6 ％向上

〇

〇

〇

5 〇

6 ×

　

東京電力　 2022年度0.376Kg-CO2/kwh
　 ②№5～6の環境目標項目は達成度欄に取組があれば達成「○」、取組がなければ未達「×」と評価する。

1

3

4

８８．９％グリーン購入
グリーン購入の推進

（PRTR対象物質）

※①№1～4の環境目標項目は達成度欄に100％までの場合が達成「○」、100％超える場合が未達「×」と評価する。

エコ商品購入推進

0件

環境配慮製品等 (2011年度実績)

件数/販売率

件

0

エコ商品販売率

件

エコ商品購入推進

（PRTR対象物質）
有害化学物質使用管理・

適正使用

水使用量節水実施

適正管理 適正管理

エコ商品購入推進

井戸水・節水

環境配慮製品使用または推薦

化学物質使用量

水道使用量

（PRTR対象物質）

一般廃棄物廃棄物(剪定枝）完全再資源化

％

再資源化率

68.0

井戸水・節水

9,738

化学物質使用量
の管理

％

72.0

水使用量の削減
（井戸水）

廃棄物排出量の
削減

Ｎｏ 環境経営方針項目 環境経営目標項目

対全建設副産物

一般廃棄物排出量

１００％

kg-CO2／年

建設副産物等の再資源化率の向上

基準値

電力使用量の削減

化石燃料消費量の削減
経過観察

2024年度
7月～6月

ＣＯ2
排出係数

活動期間（2024/7～2025/6）

目　　標 実　　績

33.40

　環境経営目標の実績

6,045

LPG　<kg／年>

承　　認

kWh／年

作　　成

相原 高橋

9,174

使用量経過観察

計（kg-CO2）（ LPGを除く）

kWh／年

kg-CO2／年

13,145

56,078

油種別消費量

使用量経過観察

kg-CO2／年

10,180

電力使用量

8,821
kWh／年

二酸化炭素排出
量の削減

軽油　<L／年>

油種別消費量

ガソリン　<L／年>

油種別消費量

7,729

43,950

91.5

軽油　<L／年>

％

再資源化率

１００％

対全建設副産物

6.6

7,419
ガソリン　<L／年>

12,619
軽油　<L／年>

54,373

ガソリン　<L／年>

再資源化率

５



[S12-03] 承　　認 作　　成

2024年度
７月～６月

 　作成年月日： 令和7年7月20日

結　　果　　・　評　　価

①休憩時の消灯

②休日のパソコン電源オフ

1 ③空調の適温化

①省エネ運転の実行

②乗用車のエコドライブ活動

③機器のアイドリングストップ

④ＬＰＧ節約継続計経過観察

①剪定枝資源化の完全再資源化

②分別の徹底

2 ③使用済み用紙の再利用

①分別の徹底

②リサイクルの推進

③リサイクル業者の選定

井戸水

3

①情報入手

4 ②保管管理

③使用量の把握

①グリーンマーク商品の情報入
手

5

①元請工事に関しての環境
配慮製品使用提案

6 ②環境配慮製品社内提案

③環境配慮製品社内検討会

③機器のアイドリングストップの徹底

元請自体が環境配慮型を採用してい
るケースが多く、当社で改めて提案す
る機会はなかった。

③検討会を行う

可能な限りのグリーン購入はしている。

①「グリーンマーク商品の購入」を継続する

①提案を増やす

②部会などでの提案を進める

使用量の管理は薬品庫にファイルをお
き、管理できている。

①SDSの活用を継続する

②保管場所の管理を継続する

③定期的に使用量の把握・記録

環境配慮製品等 環境配慮製品使用または推薦

化学物質管理・適
正使用指導

有害化学物質使用管理・
適正使用

グリーン購入
グリーン購入の推進

＜積極的購入＞

②「リサイクルの推進」を継続する

③リサイクル業者の使用を継続させる

水使用量の削減 井戸水使用・節水実施
散水、排水については井戸水で対応
できている。

①「水使用量の節約」を継続する

②「水の漏洩点検の実施」を継続する

廃棄物排出量の
削減

一般廃棄物廃棄物(剪定枝）完全再資源化
許可された業者に運搬し、再資源化が
できている。

①「分別の徹底」を継続する

②「リサイクルの推進」を継続する

③「使用済み用紙の再利用」の継続

建設副産物等の再資源化率の向上
置き場等で分別し、処分業者へ運搬そ
ている。マニュフェストの管理もできて
いる。

①「分別の徹底」を継続する

二酸化炭素排出
量の削減

電力使用量の削減
６月にエアコンを入替した。節電になる
か経過をみたい。また電灯をLEDに順
次替えるようにしていきたい

①「休憩時の消灯」を継続する

②「休日のパソコンオフ」を継続する

③「空調の適温化」を継続する

化石燃料消費量の削減
稼働する車両を乗り合わせで極力少な
くしガソリンの節約をしていった。

①「省エネ運転の実行」を継続する

②「乗用車のエコドライブ」を継続する

　環境経営活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 
相原 高橋

Ｎｏ 環境経営方針項目 環境経営目標項目 具体的活動内容
取　　組

次年度の内容

６



８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、下記にのように遵守状況を

令和7年７月１日に確認した結果違反はありませんでした。また過去１２か月に遡って関連機関

からの指摘、環境関連の訴訟もありませんでした。

環境関連法規等の遵守状況

令和　７年　７月　１日

区分 法規等名称 遵守事項
遵守
状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（一般廃棄
物の処理）

・一般廃棄物の分別収集、排出 ○

・産業廃棄物の適正処理

・マニフェスト管理

横浜市廃棄物等の減量化、資源化及び適正処
理等に関する条例

・資源リサイクル、廃棄物減量、適正処
理

○

家電リサイクル法 ・使用済家電品の適正排出

自動車リサイクル法 ・使用済み自動車のリサイクル処分

建設リサイクル法 ・特定建設資材の分別と再資源化 ○

毒物及び劇物取締法 ・盗難・紛失防止他適正管理 ○

農薬取締法 ・使用範囲、使用方法遵守 ○

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 ・排ガス基準適合車の使用 ○

フロン排出抑制法 ・簡易点検 ○

９．代表者による全体評価と見直しの結果

2024年度においても大きな環境事故等無く、業務が遂行できた。
ただし油脂流出については、携行缶の蓋閉め忘れが原因での油脂流出が本社構内で発生したことがあり、改めて油脂
漏れ事故の無い様に注意喚起を図った。
売上高が近年にない伸びを見せたが、ガソリン・軽油等の燃料使用量は5年平均よりも下回っていて、売上の大小とは連
動していないことが分かった。これは車両乗り合わせにより1現場あたり車両の低減効果による処もあると思えるが、これの
みでそれほど大きな効果が有るとは考えられないため、その他の要因も調査していきたい。

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（産業廃棄
物の処理）

○

資源循環

化学物質

大気汚染
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